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世界中で加速する海岸侵食
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海岸と河川でつくる「流砂系」
□

 
海岸侵食の事例と対策

□
 

流砂系の環境復元に向けて
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沖積世洪積世

縄文海進

気候温暖化

極氷融解，
海水膨張

海水準上昇

海進，海岸線後退（浸食）

海水準の変化

縄文時代は海面上昇の時代
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水海道

荒川沖

６０００年前の海岸線
（縄文海進）

海水準の変動

 
1000 年スケール：浸食

波と流れによる漂砂

 
100 年スケール：侵食

+

浸食と侵食
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海面が上昇すると
浸水、浸食

波や流れにより
侵食

フロリダ州の海岸
砂丘の維持

富山県の海岸
堤防で防護

海水準は
6000年間
ほぼ安定

人口圧力

地域性
が大きい

海岸＝
 

海
 

と
 

陸地
 

と
 

大気
 

が接する空間
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Sivitski et al., Science, 2005

ダム貯水池への堆砂～14億トン/年

ダム建設前

ダム建設後
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6/27アジア地域の豊富な土砂生産

Milliman & Meade(1983), J. Geology

東アジア，東南アジア，南アメリカ北東岸，北アメリカ西岸で流出土砂が多い
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：流域面積A

= C A-0.7q
s

q =Q/As

500m3/km2/年=0.5mm/年
 

の侵食
4x105km2x0.5mm/年=2x108m3/年

流砂系

比流砂量 Q：流出土砂量

土砂輸送が連続する領域＝流砂系

日本全国では 2億m3/年の土砂生産
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年間侵食量
 

1.6 km2/年

土砂損失量
8x106m3/年

2億m3/年
（山地からの生産土砂量）

のわずか4% 

=240 億円（3,000円/m3）

（1993年の調査による）

出典：国土交通省パンフレット（河川局海岸室作成）

激化する海岸侵食～1.6km2/年
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河口付近の海岸変形

豊富な流出土砂のもとで，海に向かって

 突出した平衡地形が形成される

流出土砂が減少すると，突出量が小さい

 地形で平衡になる

河口付近の
地形変化は？

流出土砂量が変化しなければ，
海岸地形の変化も小さい

侵食波

流出土砂量減少の影響は，
河口から下手側へ広がる

海岸の変形機構
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侵食波
堆積波

侵食波

堆積波

侵食波

海岸に供給される
土砂量を増す

海岸で移動する
土砂量を減らす

波を砕けさせる
波浪制御

離岸堤・
人工リーフ

海岸線の向きを
小刻みに変える

ヘッドランド

海岸侵食対策
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Hikkaduwa漁港の北側
海岸侵食が進んでいるため，
捨石工が設置されている．
海が住宅地に迫る．

Hambantotaの東側
砂丘が町と道路を護った．

スリランカの海岸（インド洋津波）
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寒川取水堰（1964）

相模大堰（1998）

城山ダム（1965）

相模ダム（1947）

宮ヶ瀬ダム（2000）

沼本ダム（1944）

道志ダム（1955）

相模川

酒匂川

早川

10km

構造物（ダム・堰）の建設

一級河川

砂利採取（1944～1962）

湘南海岸

大磯港

 
（1972）

平塚ヘッドランド
（1998～）

平塚漁港

平塚新港（2000）

柳島消波堤

 
（1990～）

導流堤
茅ヶ崎漁港（1984）

茅ヶ崎ヘッドランド
（1990）

1km

多くの海岸構造物

養浜

航路浚渫

三保ダム

湘南海岸流砂系
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石英閃緑岩の流出量が
減少している

ダムによる流砂の遮断
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荒巻・鈴木（1958）

今回の調査（2002）

海岸の砂礫の変化
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1.6km2/年の海岸侵食

流砂系の土砂管理

ダムの建設
 

土砂採取
 

みなとの建設
 

崖侵食対策
 

・・・

過去４０年間に集中

土砂量のみの議論では原因特定できない

さまざまな土砂収支モデル

海岸保全計画が合意されない

＋土砂の質に関する検討

「同床異夢」

流砂系の土砂移動
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粒径

鉱物組成

化学的性質

漂砂源，移動方向

堆積過程，イベントの発生

表層土砂の採取

コア試料の採取

粒度分析
鉱物分析
X線分析
自然放射能測定

土砂移動過程の変遷

堆積構造の推定
音波探査

侵食の進行度，人為改変の影響

堆積土砂の「量」と「質」
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砂浜： 海 と 大気 と 陸地 の接点
生態系，人間社会にとってかけがえのない存在
防護，環境保全，利用に共通した要素
海面上昇にも柔軟な対応が可能

浸食と侵食：
海岸侵食には人間活動が大きく影響

 数十年スケールの変形予測が重要
「流砂系」を俯瞰する視点，「質」の分析技術

沿岸域での人間活動と自然の共生
「土砂を流す海岸マネジメント」の実現

数年で効果が顕われる
即効的な対策は危険

砂浜の復元は
２１世紀の課題

沿岸域を涵養する
河川の役割

まとめ
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